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文を読んで内容を理解することを読解とい う。そのような能カー 読解
力を養成するための指導が読解指導である。ふつ う,読解指導は講読によ
って行なわれるものとされている。 「講読」 とい うのは,学習者にとって
は難解な文章を教材 として・教師が文の構造を分析 したり,語句の意味を










読解 ということは,書かれた文によって情報 を得ることで,も っと端的
に言えば,文字によって情報を得るということである。情報は文の形で書
き記されるとは限 らない。数個の文字から成る単語,と きには一字の語 に
よって示されることもある。 このような文字による情報は,われわれが 日
常生活で,た えず接 しているために気づかないが,も しも理解できないと










る。それはまた,学 習者が,母 国語による生活で,ど の程度の母国語読解
能力を所有しているかにもよる。













こ才しについて,若 干の注釈 をしておこう。(1)与えられた文 を数回読み





解 した内容の要約ができなければならない。学習者が 「わか りますゴ とい
うだけでは安心できない。 わかったつもPでわかっていない 揚合がある.











とばが話 されることぱとそんなに違 うものではない。話すとお 資に書かれ
たものさえある。 読解学習とは関係ないように 思われる話 し聞く学習が,
そのまま読解のための基礎学習である。だから,音声言語の学習と読解の
学習を切 り離して考えることはできない.実 際の言語活動を観察してみて











か侠文か古文で,話 しことば とのあいだに大きな違いがあった 時代には,
それでよかったと言っていいだろう。こんにちのように,話 すとお りに書





















って情報を得る練習一 漢字練習 が 利益をもたらすような 練習を行なえ
ぱ,学 習者は興味を示す。この字をどう読むか,と い うことではなく・こ
の宇でどんな情報が得 られるかと教える。その情報が学習者の生活 ・業務
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に密接するとき・学習の興味は最大 となる。 このような ことをするのを一・P
般には漢宇の応用練習 とい うが,そ れは応用ではない。む しろ,そ こか ら
学習にはいるべきである。それが文宇学習本来のあ り方である。 したが っ
て,漢字の選び方によっては,最 初の一字から読解指導が始まると言える
のである。漢字をどう読むかは教えるが,当 面の役には立たない とい う提
出の仕方では,漢 字学習に抵抗を感じるのも無理はない。
漢字学習では,それが音声学習を妨げないよう法意しなければならない。
そ刀予防法は,漢 字学習 と話 し闇 く学習を同時に行な うことである。漢宇
を習 うに正比例 して,話 し聞 く練習も多くする、そのためには,授 業を日
本語で行なわなければならない。会話練習のみを 日本語で行ない,漢 宇の





どが,池 目日本で生活することを予定 しているのだろ うから,漢字が実際













の一宇 は必ず既習 の字 でなければな らぬ とい うことはない。一例 をあげれ
ば,「東(ひが し)」を教 えてか ら 「東京」(京めみ が新 出)を 教え るとい う
のではな くナは じめか ら 「東京」(2宇とも新出)を 教えていいのである。
ある漢字た とえば 「行」とい う字は コウ,ギ ョウ,ア ンと音読 され,「行
く(いく,ゆ く),行な う」 と訓 読され る。 そ して この字は50な い し60の
熟語 を構成 し頻 度の高い字 である。だか らとい って,漢 字辞典の 「行」 の
項 にあるよ うな ことが らを,い ちどに教えて しま うとい うのではない。 そ
の学習者 に とって最 も頻 度の高い と考 え られ る語 として与え る。教科 書に
は,そ の点 を考慮 した上 で新 出語が配置 されていなければな らない。 音声
言語 として,「い く」を習 った とす ると,「行」 とい う漢字 と 「行 く」 とい
う読 み方 を教 え,電 車 やバ スの 「何何行(き)」「急行 」「旅行」な どまで も
提示 ナることが できる。 こ うして・ 「行」 の意義 の一 つを会得 させる。 こ
の場 合多少の新出語が まじってもか まわない.そ の機会 に必要な語を覚え
るこ とができる。
音 声によ って習 った語が,ど う書 き表わ され 為か とい う消極的な漢宇学
習 ではな く,そ の漢字 を構成 要素 とす る熟語に,ど んな ものがあるか を教
えるのである。それに よって・ 目本語の語構成の癖 に慣れ させ・ 日本語に
おける漢 字の占める役割 を理解 させ る。
日本語 には・同意語 ・類義語が多い。 しか もそれ ぞれの語 と文体 とのあ
いだには関連性 があって使い分け られ てい る。同音異義 の語 も多い。 漢字
の知識がな くてはそれ らの異 同 ・区別 を習得す る ことが で きない。
最 後に,読 解 のた めの漢字学習の指導は読解に よってのみ最 も有効 に行



















ければならない。友人一 ともだち,道路一 みち,食事 ごはん,外
出する一 でかけるなどを教えても,教師の疲 うことばはいつも初めに教
えた 「ともだち,み ち,ごはん,でかける」であっては,学習者は 「友人,
道路,食事,外 出する』になじむことができないので,同 意語としての結







な文法 ・文型を特に意識 しないで読み,読 みながら理解できるようにす る
学習である。基 本的な文法が確実に習得されていることが読解指導のため




なると文脈を見失いがちである。そのうえ,長 い文には必ず と言 っていい








慣れ ない文体 のために読解 に困難 を感 じることも多いか ら,種 々の文体
に慣れ させ ておか なけれ ばな らない。文体につい ての学習は読解 の中で行
な うべ きものが 多いが,そ れ でも,初 級 のあいだに 「である」 体や 「だ」
体,日 記 ・手紙 の文体 くらいは一応経験 させ てお くほ うが よい。語研 の初
級教科書には,そ のよ うな もの も収容 され てい る。
5、 言語の背景
以上述ぺてきた言語そのものについての基礎学習の指導がすべて手抜か
りなく行なわれても,日本人の生活,日 本の社会 ・伝統 ・行事 ・文化 ・歴










の意味を文脈か ら考える。 その語がなくても文の意味がとれるか どうか,
その語が文の中で文法上 ・意味上 どのような地位を占めているかを検討す
る。漢宇熟語なら,漢字の意義から語の意味を推量 してみる。それか ら辞
典をひく。 辞典は国語辞典か漢学辞典を使 う。 それでもわか らない とき,



















にものを読むとき,知 らない語句に出会 ったら・ どうするのだろうか。語
研の初級教材では,新出語には英語と中国語の対訳がつけてある。中級は,
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第1部 では日本語による語釈 と対訳を,第2部 では語釈のみをつけ,第3
部になると新出語表も用意しない。その意図は,中 級のあいだに,段 階的
に辞書の使用へと移行させることにある。
2・教 室 作 業
初 ・中級では,ま ず教師の指名で適当な分量を読ませ・その部分にある
たいせつな語句について,意味または言い換えを言わせる。反意語 ・対照
語 ・類義語などがあればそれも言わせる。 学習者は予習で 調ぺておいて,
これに答える。そのあと,内容の理解ができているかどうかを確認するた
め,つ ぎのような点について質問または要求をする。
代名詞 の 「これ」 「それ」な どは何 を指 しているか。
主語 を補えば ど うなるか,
倒置 を正置 に もどせ 建 どうな るか。
修飾節 と被 修飾語 との関係は どうか。
内容の事実について,因 果関係 ・経過 ・背景 ・人的 関係 な どについ
て質問す る。
6)も し事実が反対で あった ら文 は どうなるか を言 わせ る。
7〉 内容 につい て意見 を述べ させ る。




















学習者は 日本人の想像の及ぱないよ うな誤 りをするものである。一例を
あげると,つぎのような読み方をしたものがあったが,こ れでは理解でき
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ないわけである。(、'は読 む ときに切 った 個所〉
列車の発車の 、1一たぴに客が,「販 売1車(く るま)のまわ り1に1集 ま
り,あ る!い は1列 車の,〆窓か ら 「オ ーイ1ベ ン トー」/「オチ ャ/
ち ょうだい」 と金1を 握 った!手 が次,1から次に1「差 し 、1出され る。
(語研教科書第2部15ペ ージ)
これは決 して極端 な例 ではない。個 々の語 σ)読み 方 と対訳だ けは知 って
いて も,文 脈 を考えなが ら読まなければ,多 かれ 少なかれ,こ の傾向 を示
す も¢)である。教師は 日本入相手の ときと違 って,上 記1)か ら6〉 まで
に気を配 りなが ら授業 を進 めなけれ ばな らない。 この ようなこまかい指導
を要するのは,主 として中級の授業 であ って,上 級 に進 むにつれて,速 読
がで きるよ うな指導 を しなけれ ばな らない。 それ には,文 章の 中か ら,与
え られ た問題 に対す る解答 を短時間 に見いだす練習 を させ て,解 答に必要
な もグ)と,目必要 でない もの を,読 みなが らふ るい分 ける能 力を身につけ さ
せなけオ層ごな らない。
1課または一・・つの章 または一一つの短篇が終わ った ところで,要 約 を書い
て提出 させ ることも読解指 導 としては大切な しめ くくりである。学習者 は
その とき,あ らためて教材 を読み直 し,文 脈 をた どって重要な部 分を選 び
出す作業 をす る。 そ して,そ こに用い られ た語句や表現 と内容 との関連性
を学ぶのである。
上級の授 業は,理 想 を言 えば,っ ぎの よ うな方法で行ないたい。 当 日扱
う教材の範 匪 を教 師の指 名によ り学習者 が分担 して,それぞれ語句の意味,
類語 との異 同,文 の解釈,大 意の要 約な どについて他の学習者 と教 師か ら
の質問に答 える。答 えに誤 りや不明の点 があ った ら,教 師が代わって答 え
る。最後 に教 師が補足的解説 をする とい う方式 である。 わた しは,ほ ん と
うの読解 力は,こ の くらい に しなけれ ば育 たない と言 って,そ れ を実行す
ることを学生 と約束す るの だが,少 数の学生 のほかはなかなか実行 できな
い。実行 で きない理 由 として,つ ぎの2点 が考え られる。
1)他 の学課 の勉強が忙 しくて・十分 な予習 がで きない とい うこ とを学
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生は 口実 とす る。
2)ク ラスの構成 員の学 力に差があ りす ぎる。
わた しの教えている上級 の学生 は,す べて どこかの学部 または大学 院に
在籍 してお り,第2外 国語 と しての 日本語以外に,学 部 または大学院の き
め られた学科 目を履修 している。 これ らの学生は同 じコースを経 て来た の
ではな く,国 内 ・国外諸所 方 々か ら集 まって来て一つの クラスにはい って
いるので ある。そんなわけで,実 行が むずか しいの だが,条 件の整 ってい













類 くらいを教室に持 って行 って,そ れぞれの内容の概要を説明した上で・
学生の反応を見て決定するのがよい、 中級では・ 語研の 中級教科書を庄
う。これは第一・義的な選定基準に立 って編集・されているので,学 生の興味
からそれる場合がある。そんなときには,学生の興味をひ くことがらと関
連づけながら授業を進 める。この段階では学習者が読みたい と思 うものか









3)文 章が平明でわか りよいとい うだけで選んではならない・わか りや
すいものばか り読んでいては読解力の養成にはならない。
4)日 本人用国語教科書をそのまま使ってはならない。国語教育の立場
で教科書 を作 る場合 と,外国語敦育の立場で教材を選ぷ 日本語教育の場合
とは,選 択の基準が違 うか らである。 しか し,目本人の国語能力の水準を.
知るため,国語教科書 を参照することは必要である。また,そ の中か ら目
本語教育14適した教材を見いだす こともできる。










に,無 批判にそれを採用 してはならない。 学習者の学力が十分にあって・
速読教材 として扱 うことができるならそれもよい。学力不足で,教 師の講
読をただ聞いているにすぎないとい う学習者の場台は・読解力の養成 とい
う目的は達せ られない。 その うえ・学習者は・ これで専門的に 有益な文
献 ・作品を読んだという自己満足に浸って・読解力向上への努力を怠るよ
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座の第2,第3,第4分 冊で 示した。 その後発行されたもの,使 用してみ
たものなどがあるけれ ども列挙する'のを省略する、
最後に,読解指導で忘れてならないことは,よ い辞書を持たせ,陵 わせ





を参照するようになれば,読 解能力が身に ついてきたと言 うことができ
る。文字による知識吸収の意欲を起こさせるような刊行物 ・図書などを学
習者の周辺に整備 しておくことが必要である。
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